
　小牧市 都市政策部みどり公園課 丹羽課長補佐から

開会の挨拶がありました。

　前回の委員会で話し合った内容（マメナシ自生地の

報告事項、公園全体の基本設計）を振り返りました。

　2018年度の一年間、太良上池マメナシ自生地及びその周辺で、金城学院大学の吉田先生のご厚意により、水質

調査を実施していただけました。その調査結果の報告がありました。

（１）水質調査報告（金城学院大学　吉田先生）

（１）基本設計検討（ゾーン設定、通路整備、自然環境保全）

地点ア（太良上池北　用水路）

地点イ（工場排水）

地点エ・オ・カ(水位観測孔Ａ・Ｂ・Ｃ)

地点ウ（マメナシ自生地東側の流入水）

地点キ（太良上池）　

富栄養化の原因となる物質（窒素・カリ等）が

含まれており、比較的貧栄養を好むマメナシの

生育環境としては不必要で、他の植物の生育を

促してしまう

地点アの水質と概ね類似　
　　　　　　 ⇒太良上池の水質は主に北側用水路の影響を受けている

今回の調査地点の中で一番良好な水質

水質の形成に人為的な要因がある

自生地への流入を防ぐための対策（回避等）を講じる

〇トイレ 〇シェルター
〇作業小屋

男子立1・女子1・多目的1

保存活用計画策定　⇒　県文化財保護審議会 2020年7月を目指す　⇒　認定　⇒　令和3～4年工事予定

高低差を利用した、大屋根の広い活動スペース（既製品の設置を想定）
活動の拠点としての道具小屋を
シェルターの脇に設置する

　　資料を基に計画の説明があり、活発な意見交換が行われました。

■施設について

議題

報告事項

前回の振り返り開会

「各ゾーン、通路の整備・保全・活用（基本設計）の確認」４

3

2１

第4回 ニュースレター

森みどり税の助成を受けた事例を紹介します。鍵のかけられる

しっかりとした道具小屋をシェルターと一体的につくることで、

今後永く保全活動をする人たちの基地にもなり得ます。



駐車場整備の再検討

検討課題

トイレ設置の再検討
（規模・浄化槽の仕様

　　　　　・広場への仮設トイレ設置）

現在のゴミ捨て場を移動

トイレ
　⇒再検討が必要

①公園名称について

　この場所に愛着を持っていただけるようなアイデア、

　公園の名前など地元の声を持ち寄ってください。

②自由意見交換

　地元のドングリで苗木を育て、小中学校や子ども会に

　声掛けをし、子どもたちに植えてもらう。

・地形造成については、砂防法の適用を受けない

　範囲で整備をする

〇ゴミステーション

・流出を抑えるために芝生を張る

　※ただしメリケントキンソウに注意！

・シェルターと作業小屋は一体で整備する

・地点ウの水は、自生地内を通らないよ

　う管路でコナラ林の散策路の下を通し、

　直接池に流す

・自生地内を通る散策路は固定化しない

　ルートを明示するロープ柵のあり方は

　今後、管理･保全していく中で検討する

今の計画地は南向きで、野鳥観

察所には適さない

⑰と⑲でも観察することができる

防根シートを設置して、竹林

の広がりを防止する

現在の場所を変えても、分別するための

スペースを広くとりたい。

現在の場所の南側にスペースを確保する。

設置する費用についてはごみ政策課の補

助金を利用する。

・水道がないので雨水タンクを設置して水を溜める

・地点イの水は使わない

・自生地横の道路法面にあるアベリアや

　タニウツギなどの緑化樹木は撤去する

・広場の植栽は購入するのではなく、森の木を種

　から育てて地元の子どもたちで植樹するとよい

（２）その他

閉会

あいさつ

６

５

◆次回の検討委員会◆　

　次回の検討委員会は令和2年２月頃の開催予定です。次回は今回出た意見や

　課題を詳細にまとめた計画を示します。公園名称等についても議論します。

■広場について

■利用拠点について

〇マメナシ自生地

×

〇野鳥観察所

〇竹林

⑰

⑲

地点ウ

地点イ

シェルター
作業小屋
雨水タンク

地元の木で
育苗・植樹

芝張り

今の計画の野鳥観察所は、南向きで鳥

がよく見えない。もう少し鳥が良く見

える向きの場所も整備してほしい。

スマートインター・公園が完成したら、この辺り

一帯は、素晴らしい地域になるのではないか。

楽しみが出てきました。

子どもが植えたら絶対木を見に行こうと

思いますよね。名札でも付けてあげて。

この辺りに生えている竹を、簡易

の柵として利用すればいいのでは。


